
夏
に
登
客
対
象
と
な
る
入
門
コ
ー
ス
の
岩
稜

と
し
て
は
、

期
沢
や
真
砂
沢
か
ら
近
く
、

登
り

易

い
位
置
に
あ
る
源
次
郎
尾
根
、

八
ツ
峰
上
半
、

中
級

コ
ー
ス
と
し
て
期
尾
根
が
上
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
夏
な
お
豊
富
な
残
雪
を
踏
ん
で
の
ア

プ
ロ
ー
チ
、

稜
上
に
上
が
れ
ば
展
望
良
く
、

高

度
感
も
あ
り
素
晴
ら
し
い
ル
ー
ト
だ
。

本
書
で

は
期
の
バ
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
の
概
念
を
掴
む
た
め

に
、

雪
渓
、

岩
場
、

岩
稜
の
懸
垂
を
ま
じ
え
た

登
高
、

縦
走
と
多
岐
に
わ
た
る
要
素
が
体
験
で

き
る
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

そ
れ
は
長
次
郎
谷
を
登
り
、

Ⅵ
峰
Ｃ
フ
エ
ー

ス
か
ら
人
ツ
峰
上

半
を
縦
走
、

池
ノ

谷
乗
越
を
経
由
し

本
峰
を
越
え
る
コ

ー
ス
。

ス
タ
ー
ト

と
な
る
Ｃ
フ
ェ
ー

ス
剣
稜
会

ル
ー
ト

は

高

度

感

も

あ

り
、

楽
し

い
ア
ル

ノ

ィ

ン

ク

ラ

″「

ミ

ン
グ
と
な
る
だ
ろ

ヽ
つ

。こ
の
コ
ー
ス
の

利
点
は
、

Ｃ
フ
エ

ー
ス
が
混
ん
で
い

た
ら
Ａ
フ
エ
ー
ス

ヘ
転
進
、

時
間
が

な
け
れ
ば
上
半
縦

走
を
や
め
Ｖ

・
Ⅵ

の
コ
ル
に
下
降
す

る
な
ど
、

状
況
に

合
わ
せ
た
行
動
が

可
能
な
こ
と
だ
ろ

う
。

初
め
て
夏

の

期

の
バ
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
を
登
る
方
に

是
非
査

つ
て
み
て

ｏや
う
い
た

い

室
堂
か
ら
雷
鳥
沢
、

別
山
乗
越
を
経
由
し
、

ベ
ー
ス
と
な
る
期
沢
別
山
平
に
入
る
。

幕
営
指

定
地
は
期
沢
小
屋
と
真
砂
沢
小
屋
、

小
屋
利
用

の
場
合
は
剣
山
荘
も
評
判
が
良
い
。

長
い
コ
ー
ス
な
の
で
早
朝
発
と
し
よ
う
。

触

沢
を
下
り
、

長
次
郎
谷
出
合
ま
で
の
間
、

朝
早

い
時
間
は
雪
渓
が
回
い
ｃ

足
元
に
自
信
が
持
て

な
け
れ
ば
早
々
に
ア
イ
ゼ
ン
を
使
お
う
。

長
次
郎
谷
は
大
き
な
雪
渓
で
、

下
半
部
の
傾

斜
は
あ
ま
り
な
い
。

右
に
人
ツ
峰
、

左
に
源
次

郎
尾
根
を
見
な
が
ら
の
単
調
な
査
り
が
続
く
。

■=の右には源次郎尾根への踏跡が見える こ
手■郎谷の出合が現れる。
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